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慌ただしい日程でモロッコ（Morocco）のMarrakechで開

催された、IPv6 Forum Moroccoの初会合に参加／講演して

帰国した翌日、2007年5月5日（土）のことです。家族と多摩

川の河原でバーベキューを楽しみ、帰宅して電子メールを

チェックすると、Fred Baker氏（今回のElection Committee

Chair）からISOCの理事（BoT,Board of  Trustee）に当選した

という旨のメールが届いていました。

今回の選挙は、昨年（2006年）の12月上旬頃に、ISOC-JPの

会長でもあるインターネット協会副理事長の高橋徹氏から、

ISOC-JPの戦略的な建て直しを行う必要があるとのお話を

聞いたことにはじまります。

日本からのBoTは、2001年から2004年の任期で務められ

た、当時NTT DoCoMo米国研究所の三木俊雄氏以降途絶え

ていました。1992年のISOC創設以来、相磯秀雄先生

（1992-1993）、石田晴久先生（1993-1998）、後藤滋樹先生

（1994-1997）、村井純先生（1997-2000）がBoTとなってお

り、1992年から2004年まで継続して日本人がBoTを務めら

れてきていたわけです。このような経緯から、2006年12月

末にBoTの候補として推薦され、正式にBoTの候補者リス

トに掲載されることになりました。

実は、二つアクシデントがありました。一つは、4月13

日の時点で「候補者紹介のWebページに略歴が入っていな

い」というメールが、ISOCの事務局から来たことです。選

挙は4月末が投票の締め切りなので、慌てて対応したのでし

た。

もう一つは、候補者リストに挙げられたことを、関係者の

皆様にお伝えしていなかったことでした。この場をお借りし

て、ご心配をおかけした皆様にお詫び申し上げますととも

に、ご高配とご支援に感謝の意を表させていただきます。

その後、国内外から非常にたくさんの方々に祝福のメッ

セージをいただきました。特に、海外からはIPv6関係の

方々から多くの激励のメールをいただきました。ISOCが

インターネットの普及に注力している、アフリカから帰国

した直後に通知を受け取ったことや、モロッコは2001年～

2004年にBoTを務めたIPv6 Forum会長であるLatif Ladid氏

の故郷であることなど、我が国が率先的に推進してきた

IPv6の本格普及を、グローバル規模で推進する役割を果た

すことが期待されているのでしょう。

6月30日（土）～7月1日（日）のプエルトリコのSan Juanで

開催されるBoT会合で、正式にBoTに就任することになるよ

うです。前日には、PIR社※のボードメンバーと、ISOC BoT

メンバーの合同会議（半日）が開催されるとのことです。筆者

は機内にいるため、その合同会議には参加できませんが、

同日会議後の夕飯には参加することになっています。

今回の選任は、高橋徹氏をはじめとして、多数の皆様から

のご支援をいただきましたお陰と認識しており、深く感謝の

意を表します。JPNIC会員の皆様への貢献のみならず、我が

国、さらにはグローバルなインターネットコミュニティへの

貢献ができればと考えております。引き続き、皆様からのご

指導とご鞭撻ならびにご支援をお願い申し上げます。

札幌医科大学大学院医学研究科 
生体情報形態学（解剖学）教授兼任学長補佐 辰巳 治之 
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歴史の一幕 歴史の一幕 I n t e r n e t  H i s t o r y

　インターネットには、言いだしっぺの法則があるようで、「ああだ」、「こうだ」と

言っていると、仕事がつぎつぎ降ってきた。 

 

　昭和の時代に、インターネットに触れ、これからはインターネットだと、身震いし

た。平成元年に、札幌に赴任して、インターネットの口を探したが、JUNETしか

なくがっかりした。二日目にようやく、北大の青木由直先生のところに行き、北大

の三谷先生を紹介いただき、そこからダイアルアップでワークステーションに接

続してもらった。早速当大学の学長、副学長に相談し、勝手にsapmed.junet

のドメイン名を取得した。 

 

　なかなか快適な環境にならないので、JUSの代表であった村井純さんや、日

本の学術情報ネットワークのボスであった猪瀬博先生、UNIX、C言語の日本の

元祖といわれる石田晴久先生や、日本で初めて医療系ネットワークを計画した

開原成允先生、JCRN（研究ネットワーク連合委員会：学会の学会のような会で、

JNIC→JPNICの生みの親であるhttp://www.sapmed.ac.jp/jcrn/）の元祖で

ある野口正一先生、解剖学会のデータベース委員長であった養老孟司先生に

相談した。そうすると、それぞれの先生からいろいろな仕事が逆に、舞い込んで

きた。 

 

　解剖学会代表としてのJCRNへの出席、科研費総合Aへの参加、JCRNの

幹事、JPNICの運営委員、解剖学会でのインターネット利用、情報G7プロジェ

クト担当、科学技術振興調整費によるプロジェクト、省際ネットワーク接続、創造

的ソフトウェアー育成事業、先進アプリケーション基盤整備事業などの仕事、プ

ロジェクトをさせていただいた。 

  

　この中でインターネット研究の質をあげるために東大の釜江常好先生にお願

いしたら、みんなで走り回って協力会社を集め、ITRC（日本学術振興会産学連

携研究第163インターネット技術研究委員会:代表 宮原秀夫先生http://www.itrc.net）

を作ることになった。こちらも運営委員、分科会を主宰することになってしまった。

また、いくらトライしても手の届かないようになっていた未来開拓研究も、この

ITRCには一本釣りでお上から降ってきた。 

 

　こんな活動をしていたら、いろいろなところから相談を受ける。よく聞くと、それ

は自分も困ることなので一緒になって考えていると、まとまりを持った活動が必

要になってくる。そこで、任意団体ができ活動をしていると、JPNICもそうであっ

たが、任意団体だと周りから認めてもらえないことがある。時代も我々の動きに

ついてきたのか、もともとNon Profit Organizationであったのだが、これらの活

動がNPOとして法人格を持つことができるようになってきた。ふと気がつくと、ま

だ、NPOになっていないものもあるが、10個ほどの活動ができてしまった。 

 
●NORTH（北海道地域ネットワーク協議会）http://www.north.ad.jp 代表 

　　JPNICにいち早く参加し、インターネットを北海道に初めて持ってきた団体 
●IHJ(日本インターネットホスピタルジャパン）http://www.ihj.net 顧問 

　　電子メールでも医療相談をするボランティア団体 
●JIMA（日本インターネット医療協議会）http://www.jima.or.jp 理事長 

　　インターネット上の医療情報質向上のための社会的システムの確立 
●JAMINA(日本医療情報ネットワーク協会）http://www.jamina.jp 副理事長 

　　医療情報ネットワークのあり方、必要な技術、アプリケーションなどに関する活動 
●SSN（札幌シニアネット）http://www.north.ad.jp 顧問 
●OSSN（小樽しりべしシニアネット）http://www.north.ad.jp 顧問 

　　インターネットを基盤にしたシニアの活動 

●MERI Japan（Medical Education and Research Institute Japan）理事 
●楽市楽画　理事 
●PML研究会 http://www.pml-research.org 会長　 
●北海道感性開発ネットワーク　などである。 

 

　このような活動の中から、そろそろインターネットを医療系でも使えるようになっ

てきたと考え、戦略的防衛医療構想※なるものを提唱して、プロジェクト推進し

ている。こうなるとますますインターネットはライフラインとして必要になってくる。

そこで、格安の安定したネットワーク構築は重要で、IPv6に移行するにあたって、

これらのことが実現できるように、IPv6 Topological Addressing Policyを提

案し、2002年のJPNIC Open Policy meetingにて発表した。また、新しいシス

テムとして、VGN（Virtual Global Network）により仮想医療系ネットワークの

実現をめざしている。 

 

　あれから、もう19年も経ち、世の中かなり変わってきたが、まだまだ、21世紀初

頭である。これからが本当の21世紀らしいサービスが出現する。そのためにも今

後のインターネット構築、JPNICのしっかりした活動に期待するものである。 

 

※「戦略的防衛医療構想（Strategic Defensive Medical-Care Initiative）」

とは、戦略防衛構想がITをフル利活用して、ミサイルが飛んで来るのをいち

早く察知して、その軌道をすばやく計算し、タイミングよく空中で破壊するこ

とにより、積極的な攻撃は行わず、究極の防衛を実現していることにヒントを

えて、医療系で実現しようと、我々が提案しているものである。この実現のた

めには、「ゼロクリック」と「どこでも逆ナースコール」による「情報薬（Info-

Medicine）」の開発、その処方の仕方、そしてアクションを起こすタイミング

が非常に重要になってくる。これら一連の発想のバックグラウンドには、何十

億年もの間、進化し続けてきた生物に埋め込まれている、いわゆるtime-

honored systemがあり、それを解剖学的手法により解析し、社会へ応用し

たのが、ITをフル活用した戦略的防衛医療構想である。 

・End User、地域ネットワーク、医療系からのニーズによる 
  IPv6 Topological Addressing Policyの提案　（IPv6 位相空間アドレスポリシー） 
  Internet Week 2002 JPNIC IPv6 Open Policy Meeting in 横浜パシフィコ 
  http://www.nic.ad.jp/ja/materials/ip-users/200212/JPNICopenPolicyMeeting2002-1.pdf 
・ユビキタス時代の健康管理「戦略的防衛医療構想」の実現をめざして 
  辰巳治之、中村正弘、高橋正昇、明石浩史、戸倉　一、大西浩文、西陰研治、和辻徹、 
  唐川伸幸、森部泰昭、  秋山昌範、開原成允、村井純、田中博 
  COMPUTER & NETWORKLAN P7-14:No250, Aug 2004

参考） 
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江崎 浩のISOC便り

JPNIC副理事長

江崎 浩

※ PIR（Public Interest Registry）
PIRは、ISOCによって2002年に設立された非営利企業です。PIRは.ORG
トップレベルドメイン（TLD:Top Level Domain）を管理する役割を担っ
ており、我が国における.JPを管理しているJPRS社に似た組織です。

ISOC（Internet Society）は、非営利の国際組織で、

インターネット技術およびシステムに関する標準化、

教育、ポリシーに関する課題や問題を解決あるいは議

論することを目的とする組織です。

1992年よりインターネットの普及促進や、関連技術

の開発促進という観点から、 国際的な調整機関として

の役割を担ってきました。 その下部組織には、IETF

（Internet Engineering Task Force）や IAB（Internet

Architecture Board）があります。

2007年5月7日（月）、このISOCの新しい理事として、

当センター副理事長の江崎浩が選出されました。江崎

は今後3年間、ISOC理事としての任期を務めることに

なります。

この理事選出に合わせ、本号より「江崎浩のISOC便

り」と題して、ISOC理事としての活動や、ISOCの動

向に関する話題などを、連載記事でお届けいたします。

この記事を読んでいただき、読者の皆様がISOCとい

う組織を身近に感じ、ISOCの活動をより理解するため

の助けとしていただければ幸いです。

新連載


